

































































































































Melody"のシークエンスが本編から浮き上がっている点か?。カラー映画について:色彩映画は早くも 1920年代から存在したが、『風と共に去りぬ~ (Gone 



































































0 サーカス的世界。 W8 1/2~ にも随所に見られる。そもそも映画製作の現場自体がサーカスみ
たいなもの。『道』は大道芸人のザンパーノと白痴女ジェル、ノミーナの話。『フェリ一二の道
化師』はまさしくサーカスのピエロの話。


















『不良少女モニカ~ (1953) 、『道化師の夜~ (1953) 、本『夏の夜は三たび微笑む~ (1955)、牢
『第七の封印~ (1957) 、本『野いちご~ (1957) 、『魔術師~ (1958) 、本『処女の泉~ (1960)、『鏡
の中にある如く~ (1961) 、「冬の光~ (1963) 、牢『沈黙~ (1963) 、本『ペルソナ~ (1966)、牢『叫
びとささやき~ (1973) 、『ある結婚の風景~ (1974) 、『魔笛~ (1975) 、『秋のソナタ~ (1978)、















































事~ (βHappened One Night， 1934) によって一流監督に。代表作に『オペラ・ハット~ (Mr. Deeds 
Goes おおwn，1936) 、『失はれた地平線~ (Lost Horizon， 1937) 、『我が家の楽園~ (You Can't 
Take It With I加， 1938) 、『スミス都へ行く~ (Mr Smith Goes To f均shington，1939)、『群集』
(Meet John Doe， 1941)、『毒薬と老嬢JI (Arsenic And Old Lace， 1941)がある。第二次世界大戦








































『深夜の告白~ (Double Indemnity、 1944) 、『失われた週末~ (The Lost Weekend、1945)、『サン




(Sabrina， 1954)、『七年目の浮気.!l(The Seven Year Itch， 1955)、『昼下がりの情事.!l(Love in the 










































ある。遺作となった『チャンス~ (Being There， 1979)ではシリアスな演技を披露した。。タードソン将軍役のジョージ・ C・スコットはハリウッドを代表する実力派俳優の一人。ポー
ル・ニューマン主演の『ハスラー』での渋い演技、『パットン大戦車軍団』の派手な演技(アカ
デミー主演男優賞を受賞しながら、それを拒否して話題となった)。他に『いるかの日』など。
@ 突然発狂してソ連への水爆投下を命令する戦略空軍基地司令官のリッパー将軍役のスターリン
グ・ヘイドンはキューブリック初期の傑作『現金に体を張れ』に主演。。共同脚本のテリー・サザーンは『キャンディ』で知られる小説家であるが、『博士の異常な愛情』
と『イージー・ライダー』他のシナリオを手掛けた。
今後の課題
どうすれば、わが国の映画研究をレベルアップできるだろう。まず、施設の充実である。各大学
にフィルム・アーカイヴを望むことは不可能だ。せめて上質の映像を見られる部屋を複数用意して
もらいたい。本来、映画は映画館の暗闇で上映されるフィルムを鑑賞するものである。なるべくそ
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れに近い状態で見たいものである。幸い、 DVDの登場によってビデオより格段に画質のよい映像に
接することができるようになった。また、映像を半永久的に劣化から守ることができるようになっ
た。さらに、ホームシアターが急速に普及しつつある。ソフトも比較的安価で手にはいるようになっ
た。衛星放送でも盛んに映画を放映している。悪いことではないのだが、これは本来の映画の見方
ではない。では、どうするか?日本版シネマテーク・フィルムアーカイヴである国立近代美術館の
フィルムセンターのような施設を各地に建設するのだ。さらにかつての名作を安価で上映する名画
座を復活させる。
時間割の問題。日本の大学では授業は90分と決まっている。これでは一回の授業で映画を見終え
ることができない。 1990年から翌年にかけて筆者が滞在したカリフォルニア大学パークレー校では
非常に柔軟な時間割が組まれていて、映画の授業では大学付属の美術館内にあるフィルムアーカイ
ヴで3時間近くも授業で映画を鑑賞していた。さらに同じ週の別の曜日にあるもう一回の授業で講
義を聴くのである。
最後に文学や演劇や音楽や建築並みに映画を学問の対象として考える人聞を増やすことである。
もっと底辺を広げないと世界に対抗できるような理論は誕生しないだろう。最近は映画研究で外国
に留学する入聞が少しずつ培えてきた。それを日本でできるようにする必要がある。
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